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●
髙
田

　

昨
年
は
、
台
風
７
号
豪
雨

災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
の
元
日
に
は
大
き

な
地
震
が
起
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。

●
津
田

　

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
実

は
、
昨
年
の
秋
に
輪
島
市
を

訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

時
に
目
で
見
た
町
、
家
や
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が

被
害
に
あ
っ
た
と
思
う
と
、

と
て
も
心
配
に
な
り
ま
す
。

●
髙
田

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き

て
も
愕
然
と
し
ま
す
が
、
自

　

多
発
す
る
自
然
災
害
や
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
る
緊
急
事

態
を
乗
り
切
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
対
談
を
し

ま
し
た
。

分
の
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

災
害
が
起
き
て
し
ま
う
と
、

と
て
も
心
配
に
な
り
ま
す
よ

ね
。
た
だ
、
こ
う
し
た
災
害

が
起
き
た
と
き
こ
そ
何
が
求

め
ら
れ
る
か
、
何
を
す
べ
き

な
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合

に
社
協
が
行
う
こ
と
は
、
安

否
確
認
や
被
害
状
況
の
把
握
、

被
害
者
へ
の
支
援
、
義
援
金
の

呼
び
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
担
う
役

割
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

●
津
田

　

災
害
時
に
社
協
が
取
り
組

む
べ
き
こ
と
の
多
く
は
、
孤

立
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
孤
立
を
防
ぐ
と
言
う

と
、
曖
昧
で
わ
か
り
に
く
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
難

し
く
考
え
る
必
要
は
な
く
、

日
頃
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時

に
、
ど
こ
に
逃
げ
る
の
か
、

ど
こ
に
集
ま
る
の
か
、
地
域

に
逃
げ
遅
れ
そ
う
な
人
は
い

な
い
の
か
を
地
域
に
暮
ら
す

一
人
一
人
が
知
っ
て
お
く
だ

け
で
も
い
い
ん
で
す
よ
。

●
髙
田

　

確
か
に
、
被
害
の
大
き
さ

に
も
よ
り
ま
す
が
、
外
か
ら

の
支
援
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
今
回
の
能
登
半
島
地

震
で
も
、
交
通
手
段
の
遮
断

な
ど
の
問
題
で
、
外
か
ら
支

援
に
入
る
ま
で
に
か
な
り
の

日
数
が
経
過
し
て
い
ま
し
た

ね
。
智
頭
町
で
も
、
こ
れ
ま

で
に
大
雪
や
豪
雨
の
影
響
で

道
が
遮
断
さ
れ
、
陸
の
孤
島

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

　

会  

長　

津つ

だ田　

英ひ
で

樹き

　

事
務
局
長　

髙た
か

田た

昌よ

史し

之ゆ
き

孤
立
を
防
ぐ

２
０
２
４
年
度
智
頭
町
社
協
の
取
り
組
み

２
０
２
４
年
度
智
頭
町
社
協
の
取
り
組
み  

～
今
だ
か
ら
こ
そ

～
今
だ
か
ら
こ
そ

　
　

取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
～

　
　

取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
～

対 
談
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●
津
田

　

外
か
ら
の
支
援
に
時
間
が

か
か
る
と
な
る
と
、
や
は
り

近
く
に
い
る
人
や
物
で
何
と

か
乗
り
切
る
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。

●
髙
田

　

智
頭
町
社
協
で
は
、「
防

災
福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
へ

取
り
組
む
こ
と
を
各
集
落
へ

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
現
在
、

61
集
落
で
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
災
害
が
起
こ
っ
て
し

ま
う
前
か
ら
、
避
難
場
所
や

避
難
経
路
、
支
援
が
必
要
な

人
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
、

誰
が
支
援
で
き
る
の
か
等
を

地
域
住
民
同
士
で
話
し
合
い
、

備
え
て
お
く
こ
と
で
、
災
害

の
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

地
域
で
支
え
合
う

●
津
田

　

防
災
福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り

を
通
じ
て
自
分
の
住
ん
で
い

る
環
境
を
知
り
、
地
域
住
民

同
士
で
つ
な
が
り
を
持
っ
て
、

日
頃
か
ら
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て
お
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

●
津
田

　

災
害
は
、
地
震
や
異
常
気
象

以
外
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
よ
う
に
感
染

力
の
高
い
感
染
症
の
蔓
延
も

災
害
と
い
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

は
言
う
ま
で
も
な
い
で
す
ね
。

感
染
予
防
対
策
で
は
、
５
類
に

な
っ
た
今
で
も
、
と
て
も
苦
労

し
て
い
ま
す
よ
ね
。

●
髙
田

　

智
頭
町
社
協
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
ど
の
事
業
も
『
住

み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
』
た
め
の
重
要

な
資
源
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

災
害
が
起
き
た
場
合
で
も
、

サ
ー
ビ
ス
が
継
続
的
に
提
供

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
智
頭
町
社
協
で
は

業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
業
務

継
続
計
画
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
優
先
順
位
や
必
要
な
対
応

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
計
画
は
立
て
た
が
、
計

画
を
遂
行
す
る
職
員
が
行
動

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

よ
く
あ
る
話
で
す
。

●
津
田

　

今
年
１
月
に
は
、
鳥
取
県

社
協
と
協
働
で
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
者
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
よ
ね
。

町
内
で
起
こ
り
得
る
災
害
を

想
定
し
て
、
職
員
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
関
係
者
や
関

係
機
関
の
方
と
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
非
常
に
良
い
経
験
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
か
ら
職
員
自
身
が
災
害

な
ど
の
緊
急
事
態
に
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。

●
髙
田

　

こ
れ
か
ら
も
計
画
の
遂
行

や
訓
練
を
実
施
し
て
、
状
況

の
変
化
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

対
応
が
で
き
る
職
員
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
が
継
続
で
き
る

体
制
づ
く
り

感
染
症
も
災
害

～
社
協
に
求
め
ら
れ
て

～
社
協
に
求
め
ら
れ
て

　
　
　

　
　
　

    
    

い
る
こ
と
～

い
る
こ
と
～
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赤十字奉仕団の皆さんにも炊き出し
訓練で参加していただきました

ス
タ
ッ
フ
役
の

　
　
　ふ
く
ち
ゃ
ん

ニーズ調査

　今回の訓練は、災害時の支援がどのようにあったらい
いか、住民・地域の様子をイメージしながら、実践的
に行いました。混乱なく動くことを目的とせず、それぞ
れが状況に応じて判断、相談し、少しでもセンター業
務を改善できるように、あえて負荷をかけた内容でした。
　今回、参加された皆さんが訓練での経験を持ち帰り
日頃の活動に少しでも生かせられたらと思います。

家屋の被害以外にも困ってるこ
とが無いか
被災された方が今一番優先して
対応してもらいたいことは何か
センターに来られない人のために
聴き取りに訪問することも大切

ボランティアセンター運営全般の調整
その問い合わせは何処に繋げれば
良いか、どこまでをボランティアセン
ターで行えるかの整理
情報収集・発信、広報は重要

丁寧な対応はうれしい
受付で待たされる、後先に
なると気分が悪い
障がいのある方、外国人の
方でも対応してもらえるの
はありがたい

被災者 本部・総務
　2024年１月1７日（水）・18日（木）、智頭町保健医療福祉総合センターほのぼの、ひだ
まりホールを会場に、智頭町災害ボランティアセンター運営者研修を開催しました。町内
社協関係者、住民の皆さん、町外各市町の社協職員、近県からも奈義町社協、西粟倉村社

協の職員、総勢75名が参加しました。
　１日目は、日野ボランティア・ネットワーク代表、山下
弘彦氏からセンター運営についての講義を聞き、実際に
災害時ボランティアセンターに寄せられたニーズ事例を
グループごとに検討し全体で共有しました。

　２日目は同会場で、災害ボランティアセンター模擬訓練を実施。センタースタッフ役、
ボランティア役、被災者役に分かれセンター運営を実際に体験。

きょうちゃんが行く!!

ボランティアには
個人や団体など

いろんな方が来られるから
対応も大変

ボランティアには
個人や団体など

いろんな方が来られるから
対応も大変

第５弾

～智頭町災害ボランティアセンター運営者研修編～

日野ボランティア・ネットワーク
山下弘彦 氏

グループワークの様子

災害時におけるペット
飼育者への対応・課題
について
『人と動物の共生セ
ンター』松本章太氏の
特別報告

昨年の台風 7 号災害時の鳥取
市災害ボランティアセンター
運営の報告

資材受取 受　付

活動報告 マッチング

ス
タ
ッ
フ
役
の

     

き
ょ
う
ち
ゃ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
の

　
　
　
　づ
ー
ち
ゃ
ん

すぐに活動したいけど
待たされると不安
ありがとうの言葉は

嬉しい

すぐに活動したいけど
待たされると不安
ありがとうの言葉は

嬉しい
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赤十字奉仕団の皆さんにも炊き出し
訓練で参加していただきました

ス
タ
ッ
フ
役
の

　
　
　ふ
く
ち
ゃ
ん

ニーズ調査

　今回の訓練は、災害時の支援がどのようにあったらい
いか、住民・地域の様子をイメージしながら、実践的
に行いました。混乱なく動くことを目的とせず、それぞ
れが状況に応じて判断、相談し、少しでもセンター業
務を改善できるように、あえて負荷をかけた内容でした。
　今回、参加された皆さんが訓練での経験を持ち帰り
日頃の活動に少しでも生かせられたらと思います。

家屋の被害以外にも困ってるこ
とが無いか
被災された方が今一番優先して
対応してもらいたいことは何か
センターに来られない人のために
聴き取りに訪問することも大切

ボランティアセンター運営全般の調整
その問い合わせは何処に繋げれば
良いか、どこまでをボランティアセン
ターで行えるかの整理
情報収集・発信、広報は重要

丁寧な対応はうれしい
受付で待たされる、後先に
なると気分が悪い
障がいのある方、外国人の
方でも対応してもらえるの
はありがたい

被災者 本部・総務

〜ボランティア中のもしもの備えに〜
【令和6年度加入プラン】

令和６年度 ボランティア活動保険令和６年度 ボランティア活動保険

基本プラン
天災・地震
補償プラン

ケガの補償

死亡保険金 　　　１，０４０万円　　　　 　
後遺障害保険金 　　　１，０４０万円（限度額）　
入院保険金日額 　　　　６，５００円　　 　　  

手術
保険金

入院中の手術 　　　６５，０００円　　 　　  
外来の手術 　　　３２，５００円　　  　　 

通院保険金日額 　　　　４，０００円　 　　　　 
特定感染症 補償開始日から補償

地震・噴火・津波による死傷 × ○
賠償の補償 賠償責任保険金（対人・対物共通） ５億円（限度額）　   

年間保険料 350円 500円

雪かきボランティア

ちづパトロール隊 登校見守り

令和6年３月

受付開始!!

☆令和６年３月中に加入申込手続きを完了された場合の補償期間は、 
令和６年４月１日～令和７年３月３１日

お問合せ：総務課　電話75-2326

中途加入の場合は、加入申込手続完了日の翌日から補償します。
※詳しい補償内容や加入手続きについては、社協へお問合せください。
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の
者
読

ば
ろ
ひ「志あわせ

」の

③締め切り
202４年4月30日（火）
　  　　　　   ※当日消印有効

抽選で２名様に
プレゼントを進呈
します。

ご意見・ご感想を
お寄せください

①応募方法
ハガキまたは応募用紙等に住
所・氏名・電話番号・年齢を明記
のうえ、ご意見・ご感想をご応募
ください。

〒689-1402
智頭町智頭1875番地
智頭町社会福祉協議会  総務課
電話：75-2326  
メール：chizu0804@jade.plala.or.jp

②応募先

▼
　
毎
回
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
に
こ
に
こ
笑
顔
で
元

気
に
活
動
さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
や

サ
ロ
ン
の
紹
介
を
見
る
と
、
知
っ
て

い
る
人
の
写
真
が
載
っ
て
い
て
「
あ

ら
、
こ
の
人
！
今
度
会
っ
た
ら
声
か

け
よ
う
」
と
か
記
事
の
中
に
も
「
社

協
に
出
て
相
談
し
た
ら
？
志
あ
わ
せ

に
載
っ
て
た
よ
。
」
と
困
っ
て
い
る

人
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る
人
に
教

え
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。

　
　
私
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
に
元
気
と

勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
お
た
よ
り
で

す
。
　
　    

（
山
形
　
60
代
女
性
）

▼
　
福
祉
だ
よ
り
「
志
あ
わ
せ
」
の
表

紙
に
高
齢
者
の
方
の
写
真
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
笑
顔
が
す
ば
ら

し
か
っ
た
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し

始
め
て
か
ら
以
降
、
介
護
認
定
率
・

認
知
症
出
現
率
が
全
国
的
に
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。
介
護
認
定
率
が
上

が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
要
介
護
の

お
年
寄
り
や
認
知
症
の
方
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防

に
は
３
つ
の
予
防
策
が
あ
り
ま
す
。

　
　
１
つ
目
は
、
栄
養
た
ん
ぱ
く
質
、

肉
や
魚
を
食
べ
る
こ
と
。
２
つ
目
は

運
動
、
３
つ
目
は
社
会
参
加
で
す
。

社
会
参
加
は
ミ
ニ
デ
イ
や
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ど
に
参
加
し
、
自
分
に
で

き
る
役
割
を
持
つ
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
元
気
が
出
る
、
笑
顔
の
出
る
秘
訣

で
す
よ
！
皆
さ
ん
地
域
や
集
落
の
行

事
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　   

　  

（
富
沢
　
60
代
男
性
）

☆
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安原健二さん（富沢）
やす はら けん に

　新見集落のミニデイ代表やいきいき百歳体操のお世話をしている
安原さんを紹介します。
　８年前に智頭町に帰郷した
安原さん。最初は、集落の様
子が分からず早く地域に馴染
めるように、ミニデイや地域の

行事に参加して、地域の方との関係を築いていきました。
　現在は、高齢者の方への見守りや声掛けを意識して、い
つでも気軽にお話ができる環境を大切にされています。
また今年度、智頭町のフレイル予防サポーターに認定さ
れ、益々活躍の場を広めていかれることを期待しています。
　私生活では、旅行や麻雀、音楽鑑賞など自分の時間
も大事にしていて、様々なことに興味や関心を持ち続け
ています。
　「地域の方に頼りにしてもらいたい」「自分自身の
良い経験になれば」と、積極的に地域活動に取り組む
安原さんを、勝手ながら表彰します。

第37号
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（
２
０
２
３
年
12
月
〜
２
０
２
４
年
２
月
ま
で
）

◎
了
解
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
敬
称
略

香
典
返
し
寄
付
金
は
、
サ
ロ
ン
活
動
等
で
地
域
の
皆
様
に
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

月

  

ご
寄
付
額（
円
）

住
所

故
人
の
お
名
前

年
齢

寄
付
者
ご
芳
名

12

三
〇
、〇
〇
〇

奥
　
本

安
住
　
　 

勉

87

安 

住  

陽
一
朗

三
〇
、〇
〇
〇

坂
　
原
国
岡
　
　 

瞳
90

国
岡
　
慎
二

金
一
封

智
　
頭
青
木
　
　 

淳
84

青
木
　
浩
之

1

三
〇
、〇
〇
〇

芦
　
津
綾
木
　
孝
一
93

寺 

谷  

誠
太
郎

金
一
封

西
宇
塚
國
政
　
勝
子
84

國
政
　
敬
祐

五
〇
、〇
〇
〇

智
　
頭
岡
田
　
　 

明
75

岡
田
　
康
行

二
〇
、〇
〇
〇

駒
　
帰
横
川
　
洋
一
82

横 

川  

美
智
子

三
〇
、〇
〇
〇

郷
　
原
河
野
　
花
子
103

河
野
　
　
　
　

五
〇
、〇
〇
〇

智
　
頭
萩
原
　
　 

学
67

萩
原
　
崇
史

三
〇
、〇
〇
〇

中
　
田
佐
々
木  

純 

子
83

佐
々
木  

達 

也

2

二
〇
、〇
〇
〇

三
　
田
細
田
　
豊
子
84

細
田
　
英
一

金
一
封

智
　
頭
佐
々
木
　
　
悟
90

坂
本
　
佳
苗

金
一
封

大
　
呂
上
河
原  

康
郎
80

上
河
原  

和
子

三
〇
、〇
〇
〇

智
　
頭
山
本
　
幸
子
85

山
本
　
幸
一

このコーナーから仲間づくりを発信してい
ます。皆さまからの投稿をお待ちしています。

【掲載内容】
①智頭町在住の皆さんによる仲間づくり
②150文字程度　③写真１枚程度

お問合せ：総務課　電話７５－２３２６

お待ちしています！

社協広報誌「志あわせ」
掲示板

■募集数：4台
■内　容
・規格サイズのゴミ箱に
　かかる購入費の半額を
  助成
・１町内会・集落あたり１台まで
・応募多数の場合は抽選とします
■申込期限： 2024 年４月 30 日（火）
■申込先： 総務課　電話 75-2326

ご寄付ありがとうございました

　　　ゴミ箱助成のご案内

＊ぱれっと三田・自立の家・あおぞら（グループホーム）  
　 配食サービスの各種食材 
　　各地区給食ボランティア 様　　匿名多数

（2023年12月～202４年2月まで）

＊介護用ベッド　　中村　寿幸 様
＊新米（心和苑へ）
　　JA鳥取いなば女性会
  　　　　　  智頭支部 様
＊古布・タオル・裁断布 等
　　安住　正江 様  
　　岩本　富美男 様　　匿名多数

令和６年度

＊金一封　  本折・久志谷解放子ども会 様
　  　　　　大藤　恵子 様

＊一金100,000円　  匿名

＊クリスマス献金 5,000円（ぱれっと三田へ）
　　城西教会 様
＊切手 28,148円分（智頭町身体障害者福祉協会へ）
　（一財）中国地方郵便局長協会
　　　　　　　　  因幡地区郵便局長会 様

7



ふれあいサロンは一部赤い羽根共同募金の配分金で運営しています。

　平成28年度に立ち上げ、会員数26名、平均年
齢80歳です。
　月に１回、新見公民館で開催しています。
　この日のミニデイは内容も盛沢山。通いの場
の大切さの話や手遊び、体操にクイズ。ミニデイ
の名前の由来どおり、新見の皆さんは終始笑顔。
　個性あふれるメンバーが集まってご飯を作った
りコーヒーを飲んだりしながら楽しく話ができ
る時間。次回は何を作ろうか？あの人は土曜日
だと出にくいみたいだからミニデイの日を変えてみては？と皆で考える姿も素敵でした。
　それぞれができることを、お互いに見守り協力しながらこれからも続けていきたいと、話さ
れていました。

通いの場の大切さについて
話される安原さん

　木原支え愛クラブは、毎週火曜日に会
員15名が木原公民館に集まって、いきいき
百歳体操を頑張っています。
　活動のきっかけは、支え愛マップづくり
を行い「日頃から住民同士の関わりや情
報共有ができる場が必要だ」と皆さんが
感じたのと、「フレイル予防」を目的に始
まりました。
　今年で、４年目。毎週会うことで気心も知
れ、和やかな雰囲気で楽しみながら活動し
ています。この日は理学療法士の先生から
アドバイスをもらい、「1，2」と声を出しな
がら体操をしました。すると、“息が弾み、
汗をかき、より効果を実感できる”新たな気づきがあり、これからの活動の意欲につながりました。
　いきいき百歳体操を通して健康維持・情報交流をするなど、みんなが集まる“木原支え愛ク
ラブ”。お互いが支え愛ながら、自分達のできる範囲で続けていきます。

き は ら さ さ あ い

・登録数  110グループ  ・登録者数 1,599人（3月1日現在）

ふれあいの場ふれあいの場 60歳以上の方の健康の維持・増進・生きがいのある
生活を支援する活動「ミニデイ」の活動を紹介します。
登録数：35グループ 登録者数：575人（3月1日現在）新笑ミニデイ（富沢）

ミニデイ紹介ミニデイ紹介

木原支え愛クラブ（土師）
Vol.75

Vol.45

お
問
合
せ

　智
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会

　T
E
L
 0
8
5
8

－

7
5

－

2
3
2
6

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://chizushakyo.jp

カメラの前では、いつもの笑顔がちょっと固いかな？

歌を歌うと身体が動き出して
いつの間にか体操に

できる範囲で皆が何かを
手伝います
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